
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

日に行われたスクール

課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
ま
で
。

れ
る
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務

所
窓
口
で
納
入
す
る
こ
と
で

投
票
券
が
そ
の
場
で
発
券
さ

の
場
合
に
お
い
て
も

日

（
土
）
午
後
５
時
ま
で
に
当

で
行
わ
れ
る
選
挙
に
て
即
日

開
票
さ
れ
決
定
す
る
。
選
挙

は

日
（
水
）
ま
で
に
届
け

出
た
立
候
補
者
か
ら
得
票
数

が
多
い
順
に

人
当
選
す
る

（
立
候
補
者
は
下
記
の
通
り

・
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載

中
）
。

１
号
議
員
選
挙
に
関
す
る

投
票
券
は
今
年
度
分
の
会
費

や
特
定
商
工
業
者
負
担
金
を

納
入
し
た
事
業
所
の
も
と
に

届
け
ら
れ
て
い
る
が
、
未
納

掲
の
通
り
）
が
各
部
会
総
会

に
て
選
任
さ
れ
た
。

１
号
議
員
は
全
会
員
と
特

定
商
工
業
者
に
よ
る
投
票
で

選
任
さ
れ
る
議
員
で
、

日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
、
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
５
階
の
大
会
議
室

に
設
置
さ
れ
て
い
る
８
つ
の

部
会
そ
れ
ぞ
れ
に
人
数
が
割

り
当
て
ら
れ
合
計

人(

別

２
号
議
員
は
、
業
界
を
代

表
し
て
活
動
す
る
役
割
を
担

う
議
員
で
、
業
種
・
業
界
別

性
に
つ
い
て
解
説
し
「
こ
の

地
域
で
創
業
を
志
す
皆
さ
ん

は
釧
路
の
希
望
。
創
業
と
い

う
自
己
実
現
が
で
き
る
よ
う

応
援
し
て
い
る
」
と
受
講
生

へ
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

続
く
高
橋
氏
は
、
本
ス
ク

ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
や
事
業

開
始
後
の
自
己
体
験
を
踏
ま

え
「
経
営
の
継
続
に
は
熱
意

以
上
に
し
っ
か
り
と
し
た
事

業
計
画
の
策
定
が
大
切
。
自

身
の
目
標
達
成
に
向
け
て
皆

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
激

励
し
た
。

最
後
に
、
本
ス
ク
ー
ル
の

メ
イ
ン
講
師
を
務
め
る
乗
山

氏
が
ス
ク
ー
ル
全
体
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
。
「
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

そ
れ
が
自
身
の
将
来
の
た
め

に
な
る
」
と
述
べ
た
。

施
。
地
域
の
支
援
機
関
や
専

門
家
を
講
師
に
迎
え
、
創
業

に
必
要
な
準
備
や
経
営
に
関

す
る
基
礎
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
座

学
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
学
ぶ
。

初
回
に
は
、
釧
路
市
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｋ

―
Ｂ
ｉ
ｚ
の
澄
川
誠
治
セ
ン

タ
ー
長
、
本
ス
ク
ー
ル
の
卒

業
生
で
あ
る
病
児
保
育
施
設

ス
ク
ラ
ム
の
高
橋
祥
子
氏
、

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
で
中
小

企
業
診
断
士
の
乗
山
徹
氏
の

３
人
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。は

じ
め
に
澄
川
氏
が
起

業
は
究
極
の
自
己
実
現
』
と

題
し
て
講
演
。
同
業
他
社
と

の
差
別
化
や
事
業
継
続
を
軸

に
し
た
体
制
づ
く
り
の
重
要

本
ス
ク
ー
ル
は
、
釧
路
で

の
創
業
を
目
指
す
人
な
ど
を

対
象
に
、

月
６
日
（
木
）

ま
で
全
９
回
に
わ
た
っ
て
実

当
所
主
催
の
『
令
和
７
年

度
く
し
ろ
地
域
創
業
ス
ク
ー

ル
』
が
９
月

日
（
木
）
に

開
講
し
た
。

内
の
も
と
見
学
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
海
上
保
安
部
の

任
務
や
重
要
性
、
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
巡
視
船
内

や
訓
練
の
様
子
な
ど
を
見
学

で
き
、
貴
重
な
学
び
の
機
会

に
な
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

距
離
海
難
な
ど
へ
の
対
応
、

漁
業
者
や
釣
り
人
に
対
す
る

安
全
指
導
な
ど
が
あ
る
。
特

に
釧
路
港
は
、
高
度
医
療
機

関
の
あ
る
日

本
最
東
端
の

港
と
し
て
重

要
な
位
置
づ

け
に
あ
る
た

め
し
っ
か
り

対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と

説
明
し
た
。

そ
の
後
、

巡
視
船
内
や

訓
練
の
様
子

な
ど
を
各
部

署
の
担
当
職

員
に
よ
る
案

女
性
会(

迫
田
栄
重
会
長)

は
女
性
の
立
場
か
ら
商
工
業

の
発
展
・
育
成
を
図
り
、
女

性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を

目
的
と
し
、
経
営
に
関
わ
る

研
修
会
、
要
望
活
動
、
奉
仕

活
動
、
広
報
活
動
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
１
日
（
水
）
に


月
例
会
と
し
て
釧
路
海
上

保
安
部
の
中
型
巡
視
船
『
い

し
か
り
』
を
見
学
し
、

人

が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
室
田
英
樹
釧
路

海
上
保
安
部
長
よ
り
、
海
上

保
安
庁
の
成
り
立
ち
や
釧
路

海
上
保
安
部
の
業
務
に
つ
い

て
解
説
主
な
業
務
と
し
て


釧
路
港
等
の
機
能
維
持
、
遠

が
ら
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

当
所
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
防

災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と

し
て
取
り
組
み
や
す
い
『
事

業
継
続
力
強
化
計
画
』
の
策

定
を
支
援
し
て
い
る
。
相
談

は
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
へ
。

ジ
シ
ョ
ン
。
防
災
対
策
は
企

業
の
重
い
責
務
」
と
強
調
。

事
業
だ
け
で
な
く
根
幹
と
し

て
人
の
命
を
守
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
正
し
い
防
災
の

出
発
点
と
説
い
た
。

ま
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

は
、
災
害
時
に
事

業
を
継
続
・
早
期

復
旧
さ
せ
る
た
め

の
取
扱
説
明
書

で
、
自
社
の
状
況

に
合
っ
た
計
画
の

策
定
が
必
要
と
説

明
。
「
防
災
対
策

は
一
気
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
と
大

変
な
の
で
、
色
ん

な
人
に
相
談
し
な

『
防
災
対
策
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
入

門
セ
ミ
ナ
ー
』
を
９
月

日

（
水
）
午
後
３
時
よ
り
道
東

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

人
が

出
席
し
た
。

今
回
は
、
近
年
各
地
で
自

然
災
害
が
頻
発
し
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
有
事
へ
の
備
え

が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、(

一
社)

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
野
口

正
人
代
表
理
事
を
講
師
に
、

防
災
・
減
災
の
基
本
や
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策
定

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

野
口
氏
は
冒
頭
「
企
業
は

地
域
社
会
に
お
い
て
従
業
員

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
ポ

を
協
議
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

そ
の
後
、
鶴
間
市
長
や
畑

中
議
長
と
建
設
業
界
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
」

と
述
べ
、
各
項
目
に
対
す
る

回
答
を
行
っ
た
。

ま
た
、
畑
中
議
長
は
「
今

回
、
要
望
い
た
だ
い
た
内
容

は
議
会
で
も
共
有
し
、
対
応

部
会
長
よ
り
『
東
港
区
の
整

備
促
進
及
び
作
業
船
の
泊
地

確
保
に
向
け
た
整
備
促
進
』

『
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
に

向
け
た
体
制
強
化
並
び
に
地

域
の
森
林
資
源
の
循
環
利

用
』
『
建
築
確
認
審
査
に
お

け
る
円
滑
な
審
査
と
早
期
承

認
』
な
ど
新
規
項
目
９
件
を

含
む
要
望
の
詳
細
を
説
明
。

要
望
を
受
け
、
鶴
間
市
長

は
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
、

災
害
時
の
復
旧
対
応
に
お
け

る
建
設
業
界
の
重
要
性
に
認

識
を
示
し
「
今
回
の
要
望
を

市
長
と
釧
路
市
議
会
の
畑
中

優
周
議
長
、
市
幹
部
職
員
、

当
部
会
の
正
副
部
会
長
ら
約


人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
坂
野
部
会
長

よ
り
鶴
間
市
長
、
畑
中
議
長

へ
要
望
書
を
手
交
。
坂
野
部

会
長
は
、
国
や
道
に
対
す
る

公
共
事
業
の
確
保
や
地
元
企

業
へ
の
優
先
発
注
な
ど
の
取

り
組
み
に
感
謝
を
述
べ
「
今

後
も
さ
ら
な
る
支
援
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。続

い
て
、
濱
谷
美
津
男
副

建
設
部
会
（
坂
野
賀
孝
部

会
長
）
で
は
、
８
日
（
水
）

午
後
３
時
よ
り
釧
路
市
役
所

に
て
、
釧
路
市
に
対
し
て
公

共
事
業
の
確
保
と
発
注
に
関

す
る
要
望
を
行
っ
た
。

本
要
望
は
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
・
整
備
、
住
宅
や

ビ
ル
の
建
設
な
ど
、
社
会
活

動
や
豊
か
な
市
民
生
活
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を

担
う
建
設
業
界
の
安
定
し
た

経
営
維
持
を
目
的
と
し
て
例

年
実
施
し
て
い
る
。

当
日
は
、
鶴
間
秀
典
釧
路

▽
商
業
部
会

丸
中
釧
路
中
央
青
果
㈱
、
㈱
五

明
、
㈱
サ
ト
ー
ビ
ル
、
㈱
リ
ラ

ィ
ア
ブ
ル
、
㈱
阿
部
新
聞
店
、

㈱
釧
路
ス
ズ
キ
販
売

▽
理
財
部
会

釧
路
信
用
組
合
、
㈱
北
海
道
銀

行
釧
路
支
店

▽
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

㈱
浅
川
商
会
㈱
忠
和
商
事
福

司
酒
造
㈱
、
㈱
三
ッ
星
レ
ス
ト

ラ
ン
シ
ス
テ
ム
、
北
海
道
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
釧
路
支
店
、

㈱
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

▽
商
事
部
会

㈱
三
ッ
輪
商
会

選
任
さ
れ
た
２
号
議
員


（
総
会
開
催
順
）

▽
水
産
部
会

㈱
マ
ル
サ
笹
谷
商
店

▽
運
輸
交
通
部
会

釧
路
貨
物
自
動
車
㈱
、
太
平
洋

運
輸
㈱

▽
工
礦
業
部
会

菱
エ
ス
テ
ィ
島
本
鉄
工
㈱
、
釧

路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
㈱
、
㈱
太
平

洋
製
作
所

▽
建
設
部
会

葵
建
設
㈱
、
白
崎
建
設
㈱
、
宮

脇
土
建
㈱
、
坂
野
建
設
㈱
、
村

井
建
設
㈱
、
㈱
濱
谷
建
設
、
釧

石
工
業
㈱

北
海
道
最
低
賃
金

１
０
７
５
円
に
改
定

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨

時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
及
び

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

北
海
道
最
低
賃
金
が
４
日

（
土
）
よ
り
『
１
０
７
５

円
』
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
業

種
で
働
く
方
は
、
賃
金
の
改

定
時
期
、
適
用
さ
れ
る
賃
金

が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
厚
生
労
働
省
北
海

道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第1392号

釧路商工会議所

釧路市大町１丁目１番１

電話代表41－4141

編集兼発行人

川村 修一

印刷 釧路新聞社

当
所
で
は
第

期
議
員
改
選
に
あ
た
り
、
９
月

日(

木)

か
ら

月
３
日
（
金
）
ま

で
の
期
間
に
８
つ
の
部
会
で
総
会
を
開
催
し

人
の
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。
９
月


日
（
金
）
に
は
３
号
議
員

人
が
す
で
に
選
任
さ
れ
て
お
り
、
今
月

日
（
月
）
は

１
号
議
員
を
決
め
る
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

防災の基本やポイントを解説

したセミナー

鶴間市長（右）と畑中議長（左）に

要望書を手交した坂野部会長

ご
案
内
コ
ー
ナ
ー

第39期議員改選

２
号
議
員
28
人
を
選
任

20
日
に
１
号
議
員
選
挙

創業実現に向けて支援
くしろ地域創業スクール

９月18日より開講

業
界
の
課
題
改
善
求
め

建
設
部
会

市･

議
会
へ
要
望

防
災
の
現
状
と
基
本
学
ぶ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
入
門
セ
ミ
ナ
ー

巡
視
船｢

い
し
か
り｣

見
学

女
性
会
10
月
例
会

「いしかり」内を見学する参加者

２号議員選任のため開かれた部会総会

（写真は運輸交通部会）

８２０２５年（令和７年）１０月１６日（木曜日）（第三種郵便物認可）


